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上 村　直 己 訳
Ferdinand von Richthofens Bedeutung für die Geographie von Alfred Hettner
übersetzt von Naoki Kamimura
訳者まえがき
訳者は 2013 年 12 月、九州大学出版会から翻訳書『リヒトホーフェン日本滞在記―ドイ
ツ人地理学者の観た幕末明治』を出版した。これは近代ドイツの代表的地質学者、地理学者
で、また特に大著『中国』（China）で知られたフェルディナンド・フォン・リヒトホーフェン




















ともに関心が高まった昭和 10 年代の後半に『中国＜第 1 ＞』（望月勝衛・佐藤晴生訳、岩波書
店 1942 年）や『支那旅行日記』（海老原正雄訳、慶応書房 1943 年）などが翻訳された。しか
し戦後は残念ながら、シルクロードの命名者とか、瀬戸内海の美しさを讃えその保護を訴えた
人として、あるいはまたスウェ－デンの探検家スウェン・ヘディンの師として取りあげられる







理学に対するフェルディナンド・フォン・リヒトホーフェンの意義」（Ferdinand von Richthofens 
Bedeutung für die Geographie）と題するこの論文はリヒトホーフェンの死を承けて執筆されたも












































































（80） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 2 号　（通巻 40 号）― 80 ―
（4）
察の寄稿論文のような個々の論文の中で活かされた。中国北部の観察だけは中国に関する著作


























































































































































































































































州トレント自治県にある人口約 4500 人の基礎自治体（コムーネ）。  
3）コルディレラ山脈（Kordillerenland） アラスカ国境に近いカナダ北部だけでなく南
北アメリカ西部も含む広大な地域。
4）Führer für Forschungsreisende.（1886）の第 2 版（1901）を指す。
5）気象学者で探検家でもあった Georg von Neumayer（1826-1909）が編集した旅行中の
観察法を記した案内書（Dr. von Neumayers Anleitug zu wissenschaftlichen Beobach-
tungen auf Reisen.3. Auflage,1906）
（86） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 2 号　（通巻 40 号）― 86 ―
（10）
6）ジュ－ス（Eduard Suess,1831-1914）オーストリアの地質学者、古生物学者。ウィー
ン大学教授（1857 ｰ 1901）。 構造地質学、 造山論の論文が多く、 特に『地相論』
（Das Antlitz der Erde,3 卷、1885 ｰ 1901） は 地 球 収 縮 説 に 基 づ い て 世 界 の 地 質 構










9） ライエル（Sir Charles Lyell, 1797-1875） 英国の地質学者。 オックスフォード大学
で地質学を学び、のちロンドン大学教授。地質学学会会長。主著『地質学原理』












マン的ヨーロッパ』（Das Germanische Europa, 1835）。
14） コール（Johann Georg Kohl, 1808-1878）ドイツの地理学者、歴史家。主著『地表の形
成に依存した人間の交通と定住』（Der Verkehr und die Ansiedelungen der Menschen 
in ihrer Abhängigkeit von der Gestalt der Erdoberfläche. 1841, 21850 ）は近代交通地理
学の基本図書。





17）「地理的関係における下関講和条約」（Der Friede von Schimonoseki in seinen geogra-
phischen Beziehungen）は Geographische Zeitschrift　第 1 卷（1895） pp.19-39.





19）バシーン（Otto Baschin, 1865-1933）  ドイツの地理学者。1892 年以後 ベルリン海洋
学研究所の助手を務め、1893 ～ 94 年に最初の気球による研究を行った。リヒト




びにそれによって得た結論）は生前第 1 巻（1875）、第 2 巻（1882）が出版された
が、第 3 巻（1911）は死後、弟子のティーセンが遺稿をまとめたものである。第 4
巻（1883）、第 5 巻（1911）にはリヒトホーフェンが中国で採集した化石を古生物
学者が研究した結果が記されている。これら本文 5 巻と詳細な地図 2 冊からなる本
書はのち復刻版も出た。
